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“Luangphabang dialect” in this paper is one kind of Lao language spoken at Naviengkham 
village, Luagphabang district, Luagphabang prefecture, located about 215 km northwest from 
Vientiane capital, Lao People`s Democratic Republic. The purpose of this paper is to describe 
the phonological system and phonetic features of this Luangphabang dialect. A distinctive 
features of the phonological system of Luangphabang dialect is that it has some consonant 
clusters and vowel /aɯ/ as a diphthong, and some phonetic features of each phoneme are very 
different from Vientiane dialect. Considering the phonological system and phonetic features in 
relation to orthography, some features are similar to those of Northern Thai dialect or Shan, 
overall, it can be said that Luangphabang dialect is a one type of Lao language. 
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めにビエンチャン都に居住、その後 2018 年から 2019 年の 10 ヶ月間、日本に在住した
T 氏（女性）に対して、2019 年 1 月から 5 月にかけて調査を行った資料にもとづいてい
る。また、2019 年 8 月に T 氏の母親である B 氏にも補足的調査をルアンパバーンで行
った。B 氏は、1972 年ルアンパバーン県ルアンパバーン郡ビエンケオ村生まれの同村
育ちで、2006 年婚姻後、隣村のナービエンカム村に居住している3。T 氏、B 氏、そし
てナービエンカム村出身の T 氏の父親もラオ族である4。 
I. 音節構造 
 ルアンパバーン方言は、基本的には単音節声調言語である。音節は、頭子音を C1、
ただし子音結合の場合は C1C3、母音を短母音は V、長母音あるいは二重母音は VV、末
子音を C2、声調を Tとすると、次のように書き表せる。なお、( )は任意、/Tは音節全
体に声調がかかるという意味である。 
 







 １．C1VV/T  /khãa/  「脚」 
 ２．C1VVC2/T  /khãay/  「売る」 
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 ３．C1C3VV/T  /khwãa/ 「右」 
 ４．C1C3VVC2/T /khwãaŋ/「遮る」 






   両唇音 唇歯音 歯裏音/歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門音 
無声無気閉鎖音   p        t      c  k   ʔ 
無声有気閉鎖音  ph          th   kh   
有声閉鎖音   b               d   
鼻音    m               n      ɲ      ŋ 
摩擦音     f         s            h 
両側音              l 




  /p, t, c, k, ʔ/は硬音で、閉鎖がかたく、破裂も急激である。 
 
/p/: [p] 両唇の無声無気閉鎖音。例：/paǎ/[pa:15]「魚」 
/t/: [t]  歯裏から歯茎の無声無気閉鎖音。例：/taǎ/[ta:15]「目」 
/c/: [c] [tɕ]  硬口蓋あるいは歯茎硬口蓋の無声無気閉鎖音。破擦音が自由変異的に現れ 
る。例：/caǎm/[ca:m15]～[tɕa:m15]「くしゃみ」  
特に母音/i, ii//ɔ, ɔɔ/の前では常に破擦音になる。このことを次のように表すこととす 
る。破擦音/c/→[tɕ]_i  例：[tɕi:31]「（焦げ目をつけるように）焼く」 
/k/: [k]  軟口蓋の無声無気閉鎖音。高舌母音/i, u, ɯ/のあとでは後ろ寄りの軟口蓋音と
なる。例：/kaǎ/[ka:15]「カラス」 
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（２）無声有気閉鎖音 




/th/: [th] [ts͡]  歯茎から歯裏の無声有気閉鎖音。例：/thâa/[tha:52] ～[ts͡a:52]「待つ」 







/b/:[ɓ][b]  両唇の有声閉鎖音。ほとんどの場合入破音である。 
例：/biǐ/ [ɓi:15]～[bi:15]「肝臓」 
  [m̯b] 母音/a, aa/の前では常に前鼻音化閉鎖音か、入破音になる。前鼻音化音/b/→ 
  [m̯b]_a,aa, または入破音/b/→[ɓ] _a,aa, 例：/bàa/[m̯ba:31]～[ɓa:31]「肩」 
/d/:[ɗ][d]  歯茎から歯裏の有声閉鎖音。ほとんどの場合入破音である。 
例：/dék/ [ɗek̚34]～[dek̚34]「子供」 
[nd̯] 母音/a, aa/の前では常に前鼻音化閉鎖音か、入破音になる。前鼻音化音/d/→ 
 [nd̯]_a,aa, または入破音/d/→[ɗ]_a.aa 例：/dàa/[ n̯da:31]～[ɗa:31]「ののしる」。 





る5（後述Ⅵ）。また、/m, n, ɲ, ŋ/いずれも解放の際、弱い反響音が聞こえることがある。
/ɲ/の異音[y]はビエンチャン方言にはない。 
 
/m/: [m] 両唇の鼻音。例：/maǎ/[ma:15]「来る」。 
[m̥][m̥m] 自由変異的に現れる。 例：/mãa/[m̻a:534]～[m̻ma:534]「犬」 
/n/: [n] 歯茎の鼻音。例：/naǎ/[na:15]「田」。  
[n]̥[nn̻] 自由変異的に現れる。 例：/nãa/[nã̻:534]～[nn̻ã:534]「厚い」 
/ɲ/:[ɲ] 硬口蓋の鼻音。例：/ɲaǎ/[ɲa:15]「～さま（尊称）」 
  [ɲ]̥[ɲ̻ɲ]  自由変異的に現れる。例：/ɲâa/[ɲḁ:52]～[ɲ̻ɲa:52]「草」 
[y] 自由変異的に現れる。特に広母音の前のとき、[y]になることが多い。 
例：/ɲɔɔ̂/[yɔ:52]「短縮する」,  /ɲát/[yat̚34]「詰め込む」 
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/ŋ/: [ŋ] 軟口蓋の鼻音。例：/ŋaǎ/[ŋa:15]「象牙」 





/f/: [f] 下唇の後面と前歯の前面の先との間の唇歯の摩擦音。 
例：/fáa/[fa:34]「空」 
/s/: [s] 前寄り歯茎の摩擦音。例：/sáa/[sa:34]「遅い」 
[s]̪  母音/i, ii/の前のときは常に歯裏の摩擦音になる。歯裏の摩擦音/s/→[s]̪_i,ii,  
例：/siĩ/[si̪:534]「色」 
/h/: [h] 声門の摩擦音。後続母音を鼻音化する。例；/hâa/[hã:52]「５」 
母音/i, ii/の前では常に硬口蓋の摩擦音に、母音/u, uu/の前では両唇の摩擦音になる。 
/h/→[ç]_i, 例：/hiĩn/[çi:̃n534]「石」,  /h/→[ɸ]_u 例：/huũ/[ ɸu:̃534]「耳」 
 
（６）両側音 






/w/: [w] [w̥w] 両唇の接近音。ただし唇の突き出しはなく、丸めるだけである。前無声 
化音を伴い、後続母音を鼻音化することもある。  
例；/wàt/[wat̚31]「寺」   /wãay/[wa:i5̯34]～[w̻wã:i5̯34]「籐」 




    [ɲ̥j]  前無声鼻音化音が自由変異的に表れることがある。 
例：/yaǎy/[ɲ̥ja:i1̯5]「配る」 
３. 末子音の音声学的特徴 
 先の 1 で挙げた子音音素のうち、末子音として位置し得る子音は/p, t, k, ʔ, m, n, ŋ, w, y/
の９つである。これらのうち、/p, t, k, ʔ/は破裂しない内破音である。また、接近音/w, y/
は音節主核的ではなく音声学的には母音として実現するので、ここでは接近音（半母音）
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/t/:[t̚]  破裂しない歯茎閉鎖音。例：/sàt/[sat̚31]「(ダーツを)投げる」 
/k/:[k̚] 破裂しない軟口蓋閉鎖音。例：/sàk/[sak̚31]「洗濯する」 
/ʔ/: [ʔ̚] 破裂しない声門閉鎖音。例：/sàʔ/[saʔ31]「散らかる」 
/m/:[m] 両唇の有声閉鎖音。例：/sàm/[sam31]「等しい」  
/n/:[n]  歯茎の有声閉鎖音。例：/sàn/[san31]「震える」 
/ŋ/:[ŋ]  軟口蓋の有声閉鎖音。例：/sàŋ/[saŋ31]「命ずる」 
/w/:[u]̯ 両唇の接近音（半母音）。例：/sàw/[sau3̯1]「賃貸する」 








/kwaǎŋ/ [kwa:ŋ15]「シカ」 vs.  /kaǎŋ/[ka:ŋ15]「中央」 
  /khwaň/ [khwan15]「煙」  vs. /khaň/[khan15]「もし」 
 /thwaǎy/ [thwa:i̯15]「(謎を)あてる」vs. /tháay/[tha:i̯34]「最後・末」8 
/swãay/ [swa:i̯534]「遅れる」 vs. /sãay/[sa:i̯534]「線・路」 
/ŋǒm ŋwaǎy/[ŋom11 ŋwã:i̯15]9  「曖昧だ・不明瞭だ」 















     
     
 （２）二重母音












/i, ii/ 張唇の前舌狭母音[i] [i:]。[i:]の方が[i]よりも舌の高さがやや高い。 
   例：/sít/[sit̚34]「権利」   /síit/[si:t̚34]「青ざめる・色落ちする」 
/e, ee/ 張唇の前舌半狭母音で、舌の高さはやや高めの[e̝][e̝:]。 
   例：/hét/[he̝t̚34]「キノコ」  /hêet/[he̝:t̚52]「原因」 
// 張唇の前舌半広母音[][:]。 []の方が[:]よりも舌の高さがやや高い。 
   例：/t́ʔ/[tʔ34]「蹴る」  /t̂/[t:k̚52]「割れる」 
/a, aa/ やや前寄りの中舌広母音[a][a:]。[a]の方が[:]よりも舌の高さがやや高い。 
   例：/phák/[phak̚34]「野菜」  / pháak /[pha:k̚34]「部分」 
// 弛唇の中舌半狭母音[][:]





例：/sút/[sut̚34]「最後・末」  /súut/[su:t̚34]「（スープを）吸う」 
// 円唇の後舌半狭母音で、舌の高さはやや高めの[o̝][o̝:] 
例：/kǒn/[kon̝15]「手品・惑わす」 / koon/[ko:̝n15]「いびき・樹洞」 
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// 円唇の後舌半広母音[][:]。 




の[を添えるような音になる。順に[i:̯ [:̯] [u:̯] [a:̯]。 
例：/sĩa/[si:̯534]「失う」  /s̃/[s:̯534]「トラ」 



















表 1：韻表 （「○」は有、「×」は「無」、「△」はオノマトペ・感嘆詞の類） 
 平 韻 促 韻 
 ゼロ -m -n -ŋ -w -y -ʔ -p -t -k 
-ii ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 
-ee ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 
-ɛɛ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 
-aa ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 
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-əə ○ ○ ○ ○ ×  ○ × ○ ○ ○ 
-ɯɯ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 
-uu ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 
-oo ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 
-ɔɔ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 
-i × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 
-e × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 
-ɛ × △ △ △ × × ○ △ ○ △ 
-a × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
-ə × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ 
-ɯ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 
-u × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 
-o × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 
-ɔ × △ × △ × × ○ △ △ △ 
-ɯa ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ ○ 
-ua ○ ○ ○ ○ × ○ ○13 ○ ○ ○ 
-ia ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ ○ ○ 
-aɯ ○ × × × × × × × × × 
Ⅳ．声調 





①/   ̀/ 中降調  /khàa/ [kha:31]  カー(生姜の一種) 
②/   ̂/ 下降調  /khâa/ [kha:52]   殺す 
③/   ́/ 中昇調  /kháa/ [kha:34-45]  商う 
④/   ̌/ 上昇調  /khaǎ/ [kha:15]    ひっかかる 
⑤/   ̴/ 高降昇調 /khãa/ [kha:534]   脚         
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末子音を伴わない長母音か二重母音、あるいは末子音が/m, n, ŋ, w, y/で終わっている音





  長母音・二重母音の促音節  短母音の促音節 
   ②/   ̂/ 下降調    ①/   ̀/ 中降調 
  ③/   ́/ 中昇調    ③/   ́/ 中昇調 
２. 各声調について 
（１）平音節の声調 
①/   ̀ / 中降調：中域に始まり、低域あたりまでゆるやかに下降する [31]。休止の
前では、音節末尾に喉頭の緊張を伴うことが多い。14 
例：/phàa/[pha:31]「（大きなものを）割る」  
②/   ̂/ 下降調：高域から次低域まで下降する[52]。 
例：/phâa/[pha:52]「布」 
③/   ́/ 中昇調：中域かやや高めに始まり、次高域まで少し上昇する[34]ないし[45]。 
例：/pháa /[pha:34]「斧」 
④/   ̌/ 上昇調：低域に始まり、高域あたりまでゆるやかに上昇する[15]。ただし決 
れ目なしに後続音節が続く環境では、ほぼ低平調[11]である。15 
例：/phǎa /[pha:15]「連行する」   /phǎapǎy/ [pha:11 pai̯15]「連れて行く」 



















  ①/   ̀ / 中降調：母音が短母音の促音節のときに現れるので、中域に始まり、次低
域あたりまでわずかに下降する[32]か、中平調[33]のことが多い。 
例：/hàk/[ hãk̚32-33]「愛する」 
②/   ̂/ 下降調：高域から次低域まで下降する[52]。母音が長母音か二重母音の促音
節のときに現れる。 
例：/hâak/[hã:k̚52]「もし」 













 平音節 促音節 
 A B C DL DS 
H 類 ⑤ ① ② ② ③ 
M 類 ④ ① ③ ② ③ 




なる。即ち、ビエンチャン方言は H, M vs. L であるが、ルアンパバーン方言は H vs. M, L
である。この点については、ルアンパバーン方言は標準タイ語と同じである。 
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である。 















例：/mahãawithaɲaǎlay̌/[ma33 hã:53 wi33 tha33 ɲa:11 lai1̯5]「大学」 














例：/phaǎpay̌/[pha:11pai1̯5]  「連れて行く」 
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 ②高子音・中子音・低子音全ての子音の声調 B が同じである。 
 ③声調 C において、中子音と低子音の子音の声調が同じである。 
 ④高子音・中子音・低子音全ての子音において、促音節の長母音の声調 DL と短母音
の声調 DS の声調が異なる。 





















1 本稿は JSPS科学研究費 17H02331, 17K02676 の助成を受けた研究成果の一部である。 
2 本稿の執筆にあたり、東京外国語大学教授、益子幸江先生より貴重なご教示をいただ
いた。心よりお礼を申し上げる。 







る二音節語 1 語のみであった。 
8 同じ声調の最小対立例をなす語彙がなかったので、声調のみ異なる例を挙げておく。 





13 オノマトペ以外は/túaʔ/「うそをつく」、/ɲùaʔ/「からかう」の 2 語のみである。 
14 1998 年のムンナー村での予備的調査では「中平調[33]」であった。今回のナービエン
カム村の調査では T 氏、B 氏共に明らかに下降しており、音節末に喉頭の緊張が確認で
きた。 
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